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株促成と切枝促成の開花傾向は第 3図 に示 した。株

促成は開花率が高 くプラインド数が少ない傾向を示 し

た,ま た未開花率は両促成 とも大きな差は認め られな

いところから根の有無による水揚の影響と考 えられる。

この傾向は入室時期が早い場合と蒲田早生のような晩

生種に頭著に現われ,入室時期が自然開花期に近づ く

ほど株促成 と切枝促成の差は減少し,品種間の開花率 ,

開花所要 日数の差も少なくなっている。

4 考     察

ユキヤナギの生育量と開花状況の特性について
'975,

'74年 の 2か年間検討 した。校の生育がおう盛で 1年

間の栽培で比較的多く切枝できる品種は,蒲田早生C,

E,寒咲,関東,岡 山高性で,お たふくは若干校長が

短く分枝が多い品種 といえよう。また,あ ずま,大和

は枝長が短いため 2～ 3年間枝作りを行なう必要があ

ると思われる。

花芽分化は最低気温 15℃ となる 9月 下旬から開始

し,2月 上旬に完成 したが品種間に大きな差は認めら

れなかった。

入室時期による開花傾向は各品種 とも早期促成ほど

開花率が低 く開花所要 日数を多 く必要 としている。 こ

れは花芽の休眠と低温遭遇時間との関係で,11月 15

日促成の場合は 25時 間の 低温遭退時間 しかなく休眠

の状態のまま促成 したため開花率が低かったものと思

われる。各品種の開花傾向として,寒咲は各促成時期

とも開花率が高 く開花所要日数 も短い。 これは休眠が

浅 く低温遭遇時間が少なくても休眠が打破 されるため

と思われ早期促成に適する品種 といえよう。また蒲田

早生は休眠が深いため休眠打破 に要する低温量 を多 く

必要 とすることから2月 以後から自然開花期に生産す

る品種 といえる。

促成方法 として株促成は切枝促成 より開花率が高 く

プラインド率の低い傾向を示 した。 これは根の有無に

よる水揚の難易のためと思ゎれ,早期促成に顕著な差

を示す ところから休眠打破の不完分な早期促成には株

促成が望ましいが,株 の掘り取 りや入室に多 くの労力

を要 し,施設利用度も低いため,促成環境を整えれば

切枝促成でも十分実用性があるものと思われる。

リン ドウの栽 植 密 度 試 験

横 山 温・ 吉池貞蔵 。小野公二
(岩手県園芸試験場 )

1ま え が き

リンドウは本県のような気温の比較差が大きく,夏

が冷涼な地方において良品が得 られ,栽培面積も近年

急速に増加 している。

本県においては実生からの育苗法が―ttに 行なわれ

ており苗の入手が容易である。本畑の裁植密度は慣行

では畦幅 120",株 間 20“ ,条間 50"の 2条植(10

a当 た り8.353株 )で あるが,こ れに対 し早期多収を

注 A区 ;1年 目から販売できるものは全部収穫した区 B区 ;1年 目は株当り1本残して収

穫した区,慣行区は⑪―B区 (10a当 り, 8,335株 植 )

目的 とした密植裁培が可能であるかどうか, 10a当

り
`333株

から
`666株
の間で, 昭和 47年から49

年の 3カ 年,収量・ 品質について検討 した。その結果

10a当 たり2万本程度の密植裁培が収量も多 く, 経

済的にもすぐれていたので報告する。

2試 験 方 法

1 供試条件 (第 1表 )

第 1表 供 試 条 件

試  験  区 畦幅 X株間 条数 試  験  区 畦幅X株 間 条数
35.533
22,222
16666
11,111
8,355
6666

120cmx 5 cm2*M
, l-5'l
D 10"
" 15"
, 20 ", 25,

①
③
Ｏ
⑩
⑪
⑫

― B 55,335彬卜植 区
― ″ 22222  ″
― ″ 16,666  ″
― ″ 11,111  ″

― ″ 8,355  ″
― ″ `666 ″

1 20 cttx 5 cr 2*
, 7.5 "n 10"
, 15r
" 20.
,t 25,
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2 供試品種 竜ケ森系 (晩生 )                   N15,P20,28,K2015
3 面積及び区制  1区

`6ノ
, 1区制                植付 2年 目以降

4  耕種概要                                             N 15, P20615, L0 15

は種期 昭和 46年 4月 22日               追肥 N5,P2065, K204
定植期 昭和 46年 10月 50日 (植 付時黒ボ

3試 験 結 果

'マ
ルチ被覆 )

施肥量 (10a当 り協 )            ' 3カ 年の収穫本数

元肥 植付当年 堆肥 ,000         各年次共に密植区ほど多い傾向が認められ, 3カ 年

第 2表  3カ 年 の 収 穫 本 数

合計収穫本数においても同 じ傾向であった。 しかし2  計本数においては 16666株以上の密植区ではA区 の方
3年 目共に粗植区ほど高い増収率 を示 した。      が,11,111株 以下の区では B区の方が多収 となった。
A区 (全収穫区 )と B区 (1本 残 し収穫区 )を比較  これは密植になるほど株の広がる余地がなくな り1本

すると, 1年 目は全収穫のためA区 の方が多めったが,  残 し収穫の効果があらわれにくいものと思われる (第
2年 目は

'本
残 し収穫の効果があらわれ B区の方が多  2表 )。

くなった。 3年 目は密植の 3ζ 553, 2.222株 植 区 を   2 3カ 年の品質Яl収 穫本数
のぞいて B区 の方が多い傾向がみられた。 5カ 年の合   品質別の3カ 年合計収穫本数 を比較すると,上・中・

第 5表  3カ 年 の品 質 別 収 穫 本 数

注 上 草丈 90m以 上で重量 40,以 上のもの
中 草丈 70“以上で重量 20,以 上 40,未 満のもの
下 草丈 50"以 上で重量 20,以 下で販売可能 と思われるもの

£:]IFミ
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‐
収 穫 本 数 (10a当 り ) 慣 行 区 (⑪ ―B)比 対前年度増減比
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第 1図  3カ 年 の 品 質
'1収
穫 本 数

下物共に密植区ほど多 くなる傾向が認められたが,品

質別の収穫割合において,粗植区ほど上物の占める割
合が高 くなり,密植区では中物,下物の割合が高 くな

った (第 3表 ,第 1図 )。

3 経営収支

第 4表  3カ 年 合 計 経 済 収 支 表

3カ 年合計の粗収入はA.B区 共に植付株数の最も
多いこ 355株 植区が多かったが,生産費用および流通

費 を差 し引いた所得では 22,222株 植区 が最 も多かっ

た。 また労働 1日 当 りの所得でも 22,222株 植区 が 多

かった (第 4表 )

試験区

項 目

粗収入 A
生 産 費 用 B

流通費 C 所 得
‐ (BIC)

投下労働時間

時FF5(人 )

１
り
得

働
当
労

日
所種苗費 農薬費 針 金

支 払
利 子 他

①―A5● 655株植

②―A22,222″

③―A 16666 ″

④―A ll,111″

⑤―A8.853″

⑥―A 6666 ″

2.フ ア2,220

2,616.670

2.158,890

1,680,560
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1,300,000

69,99`
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',996
″
'92
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2ス ア50
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50.4′フ
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29Z725 1,242,901

1,17● 513

958,914

アヽ ,398

728,658

582.920

71ス 877

777114

600,215

41,995

425,720

260,488

5,02ス 6(3785)

2,80115(35Q l)

2,563'(2955)
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1,8718(2340)

15,こ 5(19,2)
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2,219

2,031
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',819
4.34フ

⑦―B35.533 ″

Э―B22.222″

C'一 B 166`6 ″

⑩―D ll,111 ″

⑪―D 8.533″

⑫―B 6666 ″

2,744,450

2.486110

2.113.8'0

1,97z780

164ス 220

1,558,330

39999`

266664

192992

13ユ 332

99"6

7,992

55,494

5Q86'

48,550

46245

44.857

“

,951

217∞

2ス 750

13,875

lζ 875

13.875

13.875

30,477

25,235

12613

15,992

14,169

13.069

1.230,285

1,114,44`

94ス 704

886.5"

738.451

698,756

702,725

705,421

586.425

584,105

438,147

41o982

3.0052(37,7)

2,6,49(35`9)

2.3457(2950)

2.183 0(2729)

1,8828(2562)

1,8022(2253)

2.o85

2.o,3

2,001

2,140

1,854

1.824

入

費

費

収

苗

薬

粗

種

農

注 収穫本数 (下物をのぞく)Xl本当 りの平均販売価格 (10円 )
精付本数 X苗 1本 当 りの価格

`12円
)

11114株植区を標準 とし, 35,353株 植区は 2割増 , 22,222株 植区は 1割増, 16666株植区
は Q5割増 , 8,“ 3株植区は 05割減, 6“ 6株植区は Q5割減 とする。
植付株数が 22.222株 以 上の区を標準の 2倍 とした。
流動費X5¢ X%年
′
肥料費 +除草剤費+光熱動力費 +諸 材料費 +農具修繕費+大農具償却費
包装費 +運賃 +手数料 (155¢ )

針  金
支払利子

そ の 他 :

流 通 費 :
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当り 2万株程度が適当であると思われる。なお,密植
4 要     約 栽培において,収穫年次が経過するにつれて品質の低

以上の結果,密 植裁培にも限度があり, 10a当 り  下があらわれてきているので株の間引きおよび収穫本
5万株以上の密植は生産費用,流通費がかかる割には  数の調節が必要である。
所得は少なくなる傾向がみられる。経済的には 10a

北東北における施設の経済的周年利用技術

藤 本 順 治 ・ 保 坂  勇 ・ 田村 保 男
(秋田県農業試験場 )

的周年利用技術体系について検討 したので,そ の結果
1 ま え が き の概要 を報告する。

施設園芸の規模拡大 と収益性を高めるには,地域的
2試 験 方 法に有利な作目の組合わせによる施設の周年利用技術の

確立が重要であることから,昭和 47～ 49年 の 5カ    1 ′ヽウスの利用体系
年にわたって北東北の気象条件に適合する施設の経済   周年利用体系の基本となる作目は第 1表のように 3

第 1表  試 験 方 法

′ヽ ウスの

利用体系

培
＞裁的

ラ

月
ク
　
”７

オ

旬

り
上
ど
瑚
早
＜

温 室 メ ロ ン 栽 培
(7月 中旬～ 10月 下旬 )

野 菜 の 貯 蔵
(11月 上旬～ 3月 上旬 )

体が

系る

化素
に材
つ試
な験

適品種の選定

は種期 と収量,収益

O鉢栽培の生育,果実品質

oかん水の自動化

。収益性

o′ ウヽス内の貯蔵温度保持法

oハ ウス内の湿度管理

。品種,は種期 と貯蔵性
0収益性

作日としその組合わせによって体系化を図ることにし

た。

体系化を図るために実施 した素材試験のうち本稿で

は本体系を特徴づける素材試験のみに限定 した (第 1

表 )。

2 供試条件
早 どリオタラの栽植距離はベット幅 90m,株「F340
m,施 肥量は a当 り基肥Na'り , P20511り , K20
Q8り ,追肥 N19り ,K2011り を 3回 に分施 した。
温室 メロンは 35″ 当 リア株 とし,ブ ラスチック鉢

で裁培 した。施肥量は
'株
当 り尿素入粒状 220号 (メ ロ

ン用 -12-12-10)を 基肥に557,追 肥は45夕 を
3回 に施用 した。

野菜の貯蔵に供試 した施設はファイロンハウスおよ

びビニール′ヽウスで,一部ガラス室も用いた。施設は

断熱材を内張りし,相 を設け野菜 を貯蔵 し,打切 り後

は取 りはずしができるよう内部装備 をした。

3試 験 結 果

' 
早 どリォクラ栽培

第 2表  オタラの品種比較

注 は種期 :昭 47.昭 48は 2月 1日
昭 49は 2月 10日

3カ 年にわたる試験で,上位成績 をあげた品種 を第
2表 に示 したが,パ ーキンス・ スピンレスボッド, タ

リムソン・ スピンレスは年次差は多少あるがこの商品

(33″当 り個数 )

飩
早 期 収 J
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全 期 収 :

(5月 ～ 7月 中イ )

昭47 49
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